
4
April

今月号の主な内容

■ 広報たかぎ
　・小さな拠点づくり  …………２・３面
　・都市再生計画  ………………４・５面
　・風景写真コンテスト入選作品  …６・７面
　・後期高齢者医療  …………………８面
　・狂犬病予防注射  …………………９面
　・介護保険・国民年金  ……………１０面
　・お知らせ版  …………………１１～１３面

■ 地域おこし協力隊だより  …１４面
■ 椋鳩十記念館・図書館だより  …１５面
■ 保育園だより  …………………１６面
■ 学校だより　中学校  …………１７面
■ 健康アップＰＰＫ  ……………１８面
■ 社協だより ひなたぼっこ  …１９面
■ くりんネットたかぎ  ………２０面

2014

目標に挑むため「集中力」を高める！
喬木中学校３年生　武道学習
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人
口
減
少
・
高
齢
社
会
に
備
え
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「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
検
討
委
員
会
の
検
討
終
了 

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
時
代
に
向
け　
　
　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
へ
引
き
継
ぎ

　

昨
年
一
〇
月
か
ら
検
討
委
員
会

（
代
表：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
ぎ
・

下
平
理
事
長
）を
組
織
し
検
討
が
続

け
ら
れ
て
い
た
、
国
土
交
通
省
の

「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
モ
ニ
タ
ー

調
査
事
業
が
終
了
し
、
二
月
一
九

日
の
第
八
回
検
討
委
員
会
で
最
終

案
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
市
瀬
新

村
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
は
、

全
国
で
広
が
る
周
辺
集
落
の
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
対
し
、
集
落
の

暮
ら
し
を
守
る
と
共
に
、
地
域
の

安
心
と
希
望
を
つ
な
ぐ
拠
点
を
築

く
こ
と
を
目
標
に
、
平
成
二
五
年

度
の
国
土
交
通
省
の
補
助
事
業
と

し
モ
ニ
タ
ー
地
域
の
募
集
が
行
わ

れ
た
も
の
で
、
喬
木
村
を
含
め
全

国
の
一
二
地
域
が
採
択
さ
れ
、
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

喬
木
村
で
は
、
各
種
団
体
か
ら

の
推
薦
委
員
に
公
募
委
員
六
名
を

加
え
た
二
九
名
の
検
討
委
員
に
よ

り
検
討
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
検

討
委
員
会
で
は
、
国
土
交
通
省
検

討
委
員
会
・
藤
山
浩
委
員
の
講
演

会
や
、
先
進
事
例
調
査
と
し
て
新

潟
県
上
越
市
・
安
塚
地
区
の
視
察

を
行
う
な
ど
し
て
、
拠
点
づ
く
り

に
対
す
る
共
通
認
識
を
確
認
し
あ

う
中
で
、
喬
木
村
に
お
け
る
課
題

事
項
の
確
認
、
高
齢
者
の
生
活
状

況
調
査
や
村
内
拠
点
施
設（
役
場
・

農
協
支
所
・
郵
便
局
・
信
金
・
病
院
）

の
移
動
実
態
調
査
を
行
い
な
が
ら
、

検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス（
大
島
線
・
氏
乗
線
）の
発
着
所

と
広
域
バ
ス（
阿
島
線
）の
乗
り
継

ぎ
停
留
所
が
備
わ
っ
て
お
り
、
交

通
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
す
で
に

あ
る
程
度
集
約
さ
れ
て
い
る
利
点

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、二
〇
二
七
年
に
開
業
が
予

定
さ
れ
て
い
る「
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
」の
長
野
県
駅
も
、阿
島
橋
を

渡
り
車
で
五
分
ほ
ど
で
あ
る
こ
と

や
、三
遠
南
信
自
動
車
道
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
の
関
連
が
深
い

県
道
上
飯
田
線
に
隣
接
し
て
お
り
、

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
時
代
の
交
通

の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
も
備
え

て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

喬
木
村
の

　
　

拠
点
は
何
処
に

　

喬
木
村
の
拠
点
と
な
る
場
所
は
、

村
民
の
買
い
物
拠
点
と
な
っ
て
い

る
Ａ
コ
ー
プ
喬
木
店
や
、
い
ち
ご

狩
り
な
ど
観
光
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
の
在
る

「
サ
ン
ベ
リ
ー
」
地
域
を
中
心
に
、

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
直
径
五
〇
〇
ｍ
の
エ
リ
ア
を

想
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
、
薬
局
、
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
、

接
骨
院
が
す
で
に
集
約
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
村
内
各
地
を
結
ぶ
村
民

「小さな拠点」づくりを目指すサンベリーエリア
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拠
点
に

　

集
約
す
べ
き
機
能
は

　

現
在
の
交
流
セ
ン
タ
ー
周
辺
で

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い

機
能
の
内
、
拠
点
エ
リ
ア
に
集
約

す
べ
き
機
能
の
検
討
を
行
い
、
次

の
機
能
を
集
約
す
べ
き
と
し
ま
し

た
。

【
既
存
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
】

�
お
茶
や
弁
当
を
食
べ
ら
れ
、
バ

ス
の
待
合
い
や
喫
茶
も
あ
る
交

流
ス
ペ
ー
ス
（
サ
ロ
ン
）

�
交
流
セ
ン
タ
ー
前
広
場
の
再
整

備
（
イ
ベ
ン
ト
活
用
）

�
福
祉
、
介
護
の
相
談
窓
口

　

戸
籍
等
の
役
場
窓
口

�
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー

【
新
た
に
建
設
す
る
施
設
で
】

�
高
齢
者
の
自
立
生
活
を
支
え
る

高
齢
者
住
宅

�
道
の
駅
の
機
能
を
持
た
せ
、
案

内
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
売
の
入

る
複
合
施
設

�
地
域
医
療
を
担
う
診
療
所

�
地
域
の
一
体
感
を
出
す
た
め
の

回
廊
（
ア
ー
ケ
ー
ド
・
陸
橋
）

統
一
し
た
色
調
の
選
定

村
内
各
地
と
拠
点
を
結
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は

　

現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
村
民
バ

ス
（
二
路
線
、
一
日
五
本
、
土
日

運
休
）
の
利
用
が
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
か
ら
も
広
く
普
及
し
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
も
の
の
、
主
な
交
通

歳
以
上
の
方
の
自
動
車
運
転
困
難

に
備
え
、
今
後
特
に
高
齢
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
天
竜
川
沿
岸
の

下
段
地
区
で
の
交
通
手
段
確
保
が

早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
ま

し
た
。

�
下
段
循
環
線
の
検
討

�
小
型
車
両
の
導
入
検
討

�
運
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
検
討

�
タ
ク
シ
ー
会
社
の
委
託
運
送

拠
点
以
外
の
各
地
に

「
日
だ
ま
り
サ
ロ
ン
」を

　

検
討
会
の
中
で
、
村
内
一
箇
所

に
拠
点
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
住

民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
に
つ
な
が

ら
な
い
と
言
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
拠
点
以
外
に
も
、
村
民
バ
ス

乗
り
場
と
隣
接
す
る
地
区
の
集
会

施
設
や
直
売
所
な
ど
を
利
用
し
、

地
域
住
民
の
井
戸
端
会
議
の
場
所

と
な
る
待
合
所
（
日
だ
ま
り
サ
ロ

ン
）
を
設
置
す
べ
き
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
を

都
市
再
生
整
備
計
画
で
実
現

　

今
回
、
検
討
委
員
会
で
ま
と
め

ら
れ
た
「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り

構
想
を
実
現
す
る
た
め
、
村
で
は

平
成
二
六
年
度
か
ら
導
入
を
め
ざ

す
国
土
交
通
省
の
「
都
市
再
生
整

備
計
画
事
業
」
の
第
一
期
（
平
成

二
六
年
度
〜
二
八
年
度
）
と
し
て

具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

手
段
は
自
家
用
車
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
み
、
特
に
八
〇
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り を目指して」を目標に策定され、これらの計画に基づき、各種施策を進めているところです。

り 、更なる定住人口確保に関する施策の推進が必要です。また東日本大震災やこどもを巻き込んだ悲惨な交通事故がた

人 口は、微減または横ばい傾向となっています。地域の活性化や産業振興のために、交流人口の拡大を目指す施策の推

る よう、現在、国と協議している計画の内容についてお知らせします。

は、国からの補助（4割以内）を受けて行うことができます。

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななななななななななな村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ををををををををををををををををををををを目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目 指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指しししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててて都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ををををををををををををををををををををを策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす目 指して都市再生整備計画を策定しています

○
少
子
高
齢
化
、
急
速
な
人
口
減
少
が
進
む
当
地
域
に
お
い
て
、
地
域
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
定
住
人
口
の

確
保
及
び
安
全
・
安
心
・
快
適
の
た
め
の
社
会
基
盤
の
整
備
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

○
大
震
災
や
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
交
通
事
故
な
ど
か
ら
、
住
民
の
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地

域
づ
く
り
」
の
た
め
の
社
会
基
盤
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

○
地
域
活
性
化
・
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
農
産
物
や
特
産
品
の
活
用
等
に
よ
る
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
た

め
の
施
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

村の課題

〜
〜
〜 
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
む
ら
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て 
〜
〜
〜

　

目
標
①　

安
全
・
安
心
・
快
適
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
基
盤
整
備
を
進
め
、
定
住
人
口
の
確
保
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

目
標
②　

村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・
快
適
に
過
ご
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
地
域
を

め
ざ
し
ま
す
。

　　

目
標
③　

地
域
の
農
産
物
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
や
着
地
型
観
光
の
推
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
め

ざ
し
ま
す
。

目標の設定

課
題
解
決
の
た
め
に



具
体
的
な
取
組

情報誌 ２０１4.45

　当村の村づくりは、平成23年に第４次総合振興計画後期計画が「社会の変化に対応できるむらづくり、地域づくり を

　しかしながら、少子高齢社会及び急速な人口減少が進み、地域の維持、活力の低下が危惧される状況となっており 、

びたび発生し、住民のみなさんの「安全・安心」に対する関心・要望は大きくなっています。さらに、当村の交流人 口

進も必要となっています。

　このような課題を解決するために、都市再生法に基づく「都市再生整備計画」を策定して、各種事業を進められる よ

　この計画は平成26年度から28年度の3年間を予定しており、地域課題と目標達成のために計画に盛り込んだ事業は、国
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計画の整備概要図

 平成26年度予定事業 

　①村道３号線（学び坂）改良・歩道整備

　②帰牛原中原団地村道新設（関連事業：宅地造成）

　③村道１号線改良

　④竜東一貫道路街路灯設置（20基増設）

　⑤大原机山公園整備（ベンチ設置、桜移植）

 平成27年度予定事業 

　⑥村道51号線改良

　⑦福祉センター太陽光パネル・蓄電池整備

　⑧富田若者定住住宅整備

　⑨役場前・富田辻・大島バス停等整備

　⑩防犯灯LED化（620基）

 平成28年度予定事業 

　⑪村道513号線改良

　⑫中央社会体育館太陽光パネル・蓄電池整備

　　及び体育館改修

　⑬第一小学校グランド整備

 平成26年度～平成28年度予定事業 

       交流センター周辺整備検討事業

対象区域：

住居地全域
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第
一
八
回
目
を
迎
え
た
喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
七
一
点
の
作
品
を

ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

茅野市　佐  川  隆  博 様
「憩いの花園」特賞

２０１３喬木村風景写真コンテスト
入賞者

特　賞

茅野市　佐川　隆博 様「憩いの花園」

優秀賞

喬木村　畑中　邦久 様「男魂」

入　選

飯田市　鳴海　寿勇 様「寒気再来」

飯田市　菅沼　春彦 様「川面に映る花火」

喬木村　牧内三津子 様「彼岸花」

特別賞（村長推薦）

岐阜県　荻山　清和 様「薫風」

喬木村　原　　一　 様「夕陽のプレゼント」

喬木村　城下　圭一 様「霧の伊久間堤防」

愛知県　河内　聡　 様「滝の声がする」

喬木村　筒井　政美 様「ラベンダーに包まれて」

　

応
募
作
品
は
、
九
輪
草
・
彼
岸
花
・
桜
な
ど
の
花
風
景
や
、
花
火
・

氷
柱
・
紅
葉
・
祭
り
な
ど
、
被
写
体
は
色
々
で
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
あ
る
被
写
体
の
中
、
何
を
ど
う
作
図
す
る
か
が
良
い
作

品
を
作
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

入
選
に
選
ん
だ
作
品
は
、
被
写
体
の
選
び
方
・
画
面
構
成
・
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
な
ど
が
明
確
で
あ
り
、
こ
の
場
の
雰
囲
気
を
見
事
に

捉
え
た
作
者
の
感
性
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

特
賞
「
憩
い
の
花
園
」　
　

佐
川　

隆
博　

様

　

一
面
に
咲
く
九
輪
草
を
画
面
の
約
四
分
の
三
入
れ
て
、
上
手
に
小

さ
く
人
物
を
配
し
た
大
胆
な
画
面
構
成
と
、
九
輪
草
園
前
景
か
ら
背

景
の
人
物
ま
で
、
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
た
撮
影
技
術
は
見
事
で
す
。

　

背
景
を
歩
く
祖
母
と
親
子
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
印
象
的
で
あ
り
、

こ
の
作
品
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

喬
木
村
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果
講
評

長
野
県
写
真
連
盟  
副
会
長　

宮　

阪　

克　

人

　

今
回
も
県
内
外
か
ら
、
三
〇
名
七
一

点
と
、
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
作
品

は
一
月
七
日
か
ら
三
一
日
ま
で
椋
鳩
十
記

念
図
書
館
村
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
を

行
っ
た
後
、
審
査
が
行
わ
れ
、
次
の
と

お
り
一
〇
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
も
喬
木
村
の
四
季
切
り
取
っ
た
風

景
写
真
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
改
め

て
喬
木
村
の
情
緒
あ
る
風
景
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、三
月
七
日
か
ら
二
四
日

ま
で
長
野
市
に
あ
る
長
野
県
自
治
会
館
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

近
く
に
に
お
出
か
け
の
際
に
は
是
非
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。
平
成
二
六
年
度
も
風
景

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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優秀賞

喬
木
村　

畑  
中  
邦  
久
様

　
　

「
男
魂
」

入　選

特別賞
喬
木
村　

原  　
  　
  
一
様

「
夕
陽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

恵
那
市　

荻  
山  
清  
和
様

「
薫
風
」

喬木村　牧内三津子 様
　　「彼岸花」

入　選

喬
木
村　

城  
下  
圭  
一
様

「
霧
の
伊
久
間
堤
防
」

知
立
市　

河  
内   　
  
聡
様

「
滝
の
声
が
す
る
」

喬
木
村　

筒  
井  
政  
美
様

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
包
ま
れ
て
」

飯
田
市　

鳴  
海  
寿  
勇
様

　
　

「
寒
気
再
来
」

入　選

飯
田
市　

菅  
沼  
春  
彦
様

　
　

「
川
面
に
映
る
花
火
」
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【問い合わせ先】

長野県後期高齢者医療広域連合　�026－229－5320　／　役場保健福祉課保険係　�33－5125（直通）
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平成26年度　犬の登録・狂犬病予防注射日程
�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

�
�

�
�

　喬木村では下記の日程で狂犬病予防注射を実施します。犬の狂犬病予防接種は狂犬病予防法により飼い主の義務

となっておりますので毎年一回は必ず受けましょう。注射代金3,310円の他新規登録の場合は3,000円が必要とな

ります。おつりの無いよう準備願います。(注射料金は今年90円値上げしました。)

 【問い合わせ先】　建設課　住宅環境係　�33－5127 

（第１次）

獣医師時　　間場　　　　所地　　区月　日（曜）

佐々木将雄

９：００　～　９：１０野 田 原 会 所野田原・田の口

４月24日（木）

９：２５　～　９：３５西 村 バ ス 停
大 島

９：４０　～　９：５０牧 畑 集 落 セ ン タ ー

９：５５　～　１０：０５加 々 須 区 民 会 館
加 々 須

１０：１０　～　１０：１５桃 添 中 倉 庫

１０：２５　～　１０：３５集 落 セ ン タ ー寺 の 前

１０：４０　～　１１：００消 防 セ ン タ ー北

１３：１０　～　１３：３０第 一 公 民 館郭 ・ 町

１３：３５　～　１３：５５農 事 集 会 所南

１４：００　～　１４：１０帰 牛 原 公 民 館帰 牛 原

１４：１５　～　１４：２５上 の 原 集 会 所上 の 原

１４：３０　～　１４：４０上 平 集 落 セ ン タ ー上 平

１４：５０　～　１５：００医 泉 寺川南・上耕地

１５：０５　～　１５：１５田 上 川 消 防 セ ン タ ー田 本 平

１５：２０　～　１５：４０中 央 社 会 体 育 館馬 場 ・ 両 平

佐々木将雄

１３：３０　～　１３：４０氏 乗 公 民 館
氏 乗

４月25日（金）

１３：４５　～　１３：５０氏 乗 分 店 跡

１４：００　～　１４：１５大 和 知 公 民 館大 和 知

１４：２０　～　１４：４５第 二 公 民 館富 田

１５：００　～　１５：２０農 産 物 加 工 セ ン タ ー伊 久 間

１５：２５　～　１５：４０役 場 前※１

※１　地区の集合注射が受けられない方は、役場前での集合注射か訪問注射（２次のみ）をご利用下さい。

（第２次）

佐々木将雄

１２：００　～　１２：１０第 二 公 民 館

第１次で受けら

れなかった方５月12日（月）

１２：２５　～　１２：３５伊久間農産物加工センター

１２：４０　～　１２：５０中 央 社 会 体 育 館

１２：５５　～　１３：０５第 一 公 民 館

１３：１５　～　１４：３０訪 問 注 射※２　希望者

○犬の飼い方について
　村内には現在、約440頭の犬がいます。最近、「犬を放し飼いにしている」「散歩の時にフンを片づけない」
などの苦情が役場へ寄せられています。
　飼い主の皆さんは、近所の迷惑にならないよう、責任を持って飼いましょう。

�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

※２　訪問注射を希望される方は、建設課住宅環境係までご連絡下さい。
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 平成26年度介護保険料仮徴収通知書の送付について 

�特別徴収（年金が年額18万円以上の人は、年金からの天引き）について
　介護保険料の特別徴収は、4月・6月・8月の年金から暫定額を納めていただく仮徴収と10月・12月・2月

の年金で納めていただく本徴収があります。

�保険料の通知について
　現在、介護保険料を特別徴収で納めている方については、原則として、平成26年2月に納めていただいた

保険料と同額を4月・6月・8月の年金から暫定的に仮徴収として納めていただきます。しかし、仮徴収額と

本徴収額の差が大きくなっている方は6月・8月の保険料に平準化（※）処理を行い、保険料徴収前の3月と

金額変更後の5月の2度にわたり、保険料通知書を送付していました。今回、住民の皆様に保険料額の周知

の簡素化を行うため、平成26年度から、例年3月の文書配布で送付していました通知書を、保険料平準化処
� �����������������������������������������������������

理後の仮徴収額が決定した5月の文書配布で送付することに致します。
� ��������������������������������������������

�注意事項
　4月の保険料は通知前に徴収されますが、徴収額に変更がない限り事前の通知は行いませんのでご了承く

ださい。

※平準化とは？
　収入の変動などで前年度の仮徴収額と本徴収額の差が大きくなっている方は、このまま仮徴収を行うと1

年間の保険料が仮徴収と本徴収で偏ったままになってしまいます。そこで、1年間を通じて保険料額ができ

るだけ均等（平準化）になるように6月・8月の保険料額を調整する作業です。

 国民年金制度のご案内 

�国民年金後納制度で将来の年金額を増やせます
　後納制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納付することにより、将来の年金額を増やすことができるも

のです。

　また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。

過去10年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。

　なお、後納制度が利用できる期限は平成27年9月30日までとなっています。お早めに申込みください。

�後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください
　すでに後納制度を申し込まれた方で、平成16年4月以降分の後納保険料の納付がお済みでない方は、納付書に

記載された使用期限（平成26年3月31日）までに納付をお願いします。

　なお、使用期限までに納付できなかった方が、平成26年4月以降に納付を希望される場合は、新たな加算額に

よる納付書を発行しますので「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所にご連絡ください。

【ご注意】　平成16年3月以前の後納保険料は、10年を超えるため平成26年4月以降は納付できません。

�後納制度の申込み・納付書の再発行のお問合せは

　国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル） �0570－011－050
　050から始まる電話でおかけになる場合は　 �03－6731－2015
　＜受付時間＞　月曜日　　　午前8：30～午後7：00　　火～金曜日 午前8：30～午後5：15 

　　　　　　　　第２土曜日　午前9：30～午後4：00

※お問合せの際は基礎年金番号がわかるものをご用意ください、

※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後7：00まで相談をお受けします。

※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日～1月3日はご利用いただけません。 

※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけます。

　ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。

※「03－6731－2015」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。 

※「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していますので、おかけ間違いには

ご注意ください。

【問い合わせ先】　保健福祉課福祉係　�33－5123
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●４ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加いただけま
すので、是非お越し下さい。

 問い合わせ先  　役場  保健福祉課  包括支援係　�33-1120

開催時間開  催  日会　　　場対 象 地 区

午前１０時４/２、４/１６北コミュニティ消防センター北

午後１時半４/４、４/１８第 一 公 民 館郭・寺の前

午後１時半４/７、４/２１帰 牛 原 消 防 セ ン タ ー帰牛原・加々須

午後１時半４/９、４/２３阿 島 傘 伝 承 館町

午前１０時４/９、４/２３南 農 事 集 会 所南

午後１時半４/１４、４/２８福 祉 セ ン タ ー馬場・両平・伊久間

午後１時半４/１１、４/２５上 平 集 落 セ ン タ ー上平

午前１０時４/７、４/２１田 上 川 消 防 セ ン タ ー田上川

午前１０時４/１４、４/２８富 田 陶 芸 館富田・大和知・氏乗

午後１時半４/２、４/１６大 島 公 民 館大島

○筋力アップ体操教室　どなたでもご参加いただけます。
開  催  時  間会　　　場開　催　日

午後７時半福祉センター２階4月5日（土）

３月の村税等
口座振替日納期限

3月25日
（火）

◎口座振替の方
は預金の残高
確認をお願い
します。

3月31日
（月）

国保税（第12期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料 

上 下 水 道 料

ご
み
専
用
袋
の
価
格

の
改
定
の
お
知
ら
せ

　

現
在
分
別
に
使
用
し
て
い
る
ご

み
専
用
袋
、資
源
プ
ラ（
赤
）・
金
物

類（
青
）・
紙
容
器
包
装（
緑
）・
古
着

古
布（
茶
）・
廃
プ
ラ（
黒
）の
価
格

を
四
月
一
日
よ
り
の
消
費
税
の
値

上
げ
に
と
も
な
い
現
行
一
組（
一
〇

枚
）二
〇
〇
円
か
ら
二
〇
六
円
に
改

定
し
ま
す
。（
税
込
）

○
問
い
合
わ
せ
先

    
喬
木
村
役
場　

住
宅
環
境
係

　

�　

－

５
１
２
７

３３

　

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
候
補
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
と
は
】

　

採
用
の
日
を
も
っ
て
、
陸
上
・

海
上
・
航
空
自
衛
隊
そ
れ
ぞ
れ
の

自
衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
三
ヶ
月
間

の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
二
等
陸
・
海
・
空
士
に
任

用
さ
れ
ま
す
。
二
等
陸
・
海
・
空

士
任
用
後
の
任
用
期
間
は
、
陸
上

自
衛
官
が
一
年
九
ヶ
月
（
技
術
関

係
は
二
年
九
ヶ
月
）、
海
上
・
航

空
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、二
年
九
ヶ

月
を
一
任
期
と
し
て
任
用
さ
れ
ま

す
が
、
引
き
続
き
自
衛
官
と
し
て

勤
務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
考

に
よ
り
二
年
を
任
期
と
し
て
継
続

任
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
選
抜
試

験
に
合
格
す
れ
ば
、
曹
さ
ら
に
は

幹
部
に
進
む
道
も
ひ
ら
か
れ
て
い

ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

一
八
歳
以
上
二
七
歳
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

○
自
衛
官
の
魅
力

・
国
際
平
和
の
貢
献
、
災
害
派
遣

な
ど
や
り
が
い
の
あ
る
職
域
で

す
。

・
自
衛
官
の
身
分
は
特
別
職
国
家

公
務
員
で
あ
り
、
我
が
国
の
平

和
と
独
立
を
守
る
と
い
う
特
殊

な
任
務
に
つ
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
公
務
員
に
比
べ
手
当

が
充
実
し
て
い
ま
す
。

・
週
休
二
日
制
、
年
次
・
特
別
休

暇
な
ど
で
余
暇
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

・
各
種
教
育
訓
練
や
職
務
を
通
じ

た
技
術
の
習
得
の
ほ
か
、
再
就

職
に
向
け
必
要
な
資
格
の
取
得

な
ど
、
希
望
に
合
わ
せ
た
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ン
が
描
け
ま
す
。

・
退
職
予
定
自
衛
官
に
対
し
、
技

術
・
技
能
資
格
取
得
の
た
め
の

訓
練
や
再
就
職
の
援
助
な
ど

様
々
な
就
職
援
護
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

〒
３
８
０－

０
８
４
６

　

長
野
市
旭
町
１
１
０
８
番
地

　

長
野
第
二
合
同
庁
舎
内

　

�
０
２
６－

２
３
３－

２
１
０
８

・
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

〒
３
９
５－

０
０
５
３

　

飯
田
市
大
久
保
町
２
６
３
７－

３

　

飯
田
地
方
合
同
庁
舎

　

�
０
２
６
５－ 　

－

２
６
１
３

２２

自
衛
官
候
補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

　不動産に関する無料相談会を下記のとおり開催い

たしますので、お気軽  にお出かけ下さい。

 

共　催：一般社団法人 長野県不動産鑑定士協会

　　　　公益社団法人 日本不動産鑑定士協会連合会

共　催：国土交通省・長野県

記

○開催日時及び会場

○相談内容

 　不動産評価に関する事項について不動産鑑定士が

お答えします。

 　具体的事項には売買、交換、相続、借地、担保、

賃貸借等に係る不動産評価

 ○問い合わせ先

　 一般社団法人長野県不動産鑑定士協会

　 �026－225－5228

会　　場日　　時開催地

伊那市役所
３階　３０３会議室

平成２６年４月２日（水）
午前１０時～午後４時

伊那市

飯田市役所
２階　２０２会議室

平成２６年４月３日（木）
午前１０時～午後４時

飯田市

不動産評価等の無料相談会のご案内



情報誌 ２０１4.4 12

三
遠
南
信
地
域

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

弁
護
士
法
人 
愛
知
リ
ー
ガ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
法
律
事
務
所
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
左
記
の
予
約
先
へ
ご
予
約

の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

○
日　

時

　

四
月
一
九
日
（
土
）

　

午
後
一
時
〜
四
時

○
会　

場

　

豊
丘
村
役
場

○
相
談
時
間

　

一
人（
組
）一
時
間
以
内

○
予
約
受
付
の
締
切
日

　

四
月
九
日
（
水
）

平
成　

年
度
男
女
共
同

２６

参
画
推
進
委
員
募
集

　

村
で
は
、
男
女
が
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
性
別
に
関
わ
り

な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

○
任　

期

　

平
成
二
六
年
四
月
一
日
〜

　

平
成
二
七
年
三
月
三
一
日

○
募
集
人
員　

男
女
各
一
名

○
応
募
資
格

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
方

○
締　

切

　

平
成
二
六
年
三
月
三
一
日

○
応
募
方
法
の
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

�　

－

５
１
２
９

３３

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
新
し

い
意
見
を
採
り
入
れ
る
た
め
未

経
験
者
の
方
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

喬
木
村
男
女
共
同
参
画

　

四
つ
の
柱

�
男
女
が
互
い
に
支
え
合
う
、

意
識
づ
く
り

�
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で

き
る
、
環
境
づ
く
り

�
共
に
自
立
し
健
や
か
で
安

　

平
成
二
六
年
度
に
医
師
や
看
護

職
等
医
療
関
係
職
の
就
職
を
希
望

す
る
皆
様
の
た
め
、
飯
伊
地
区
の

医
療
機
関
の
人
事
担
当
者
を
一
同

に
会
し
た
合
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
研
修
医
や
現

職
看
護
師
か
ら
就
職
す
る
ま
で
の

体
験
を
お
聞
き
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ま
す
。

○
期　

日

　

四
月
二
六
日
（
土
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

○
会　

場

　

飯
田
女
子
短
期
大
学　

看
護
棟

　

（
飯
田
市
松
尾
代
田
六
一
〇

　

�
０
２
６
５－

　

－

４
４
６
０
）

２２

○
参
加
対
象
者

　

飯
伊
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
就

職
に
関
心
を
お
も
ち
の
方

�
医
師
や
看
護
職
等
医
療
関
係
職

を
希
望
す
る
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
等

�
医
療
機
関
へ
の
就
職
に
関
心
の
あ

る
中
高
生
及
び
そ
の
保
護
者
等

飯
伊
地
区
医
療
職
合
同
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
ご
案
内

�
医
療
機
関
へ
の
復
職
希
望
者

�
そ
の
他

※
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
談
話
・
体
験

コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
主　

催

　

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

　

（
共
催
）飯
田
医
師
会
、
飯
田
下

伊
那
歯
科
医
師
会
、
飯
田
下
伊
那

薬
剤
師
会

○
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会

　

�
０
２
６
５－

　

－

３
６
３
６

２３

医
療
関
係
団
体
に
よ
る

　

学
生
と
中
高
生
の
た
め
の

就
職
総
合
相
談
会

村
民
バ
ス 
一
部
ダ
イ
ヤ

改
訂
の
お
知
ら
せ

　

平
成
二
六
年
四
月
一
日
よ
り
村

民
バ
ス
大
島
線
の
ダ
イ
ヤ
が
次
の

通
り
一
部
改
訂
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
な
時
刻
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
月
文
書
配
布
に
て
全
戸
配

布
と
な
っ
て
お
り
ま
す
村
民
バ
ス

運
行
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

氏
乗
線
に
つ
き
ま
し
て
は
変
更
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
住
民
の
方
が
使
い
や
す

い
バ
ス
と
な
り
ま
す
よ
う
時
刻
・

ダ
イ
ヤ
改
訂
を
お
こ
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
等
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
役
場
企
画
財
政
課

�　

－

５
１
２
９
ま
で
ご
連
絡
く

３３
だ
さ
い
。

○
変
更
点

�
伊
久
間
方
面
の
方
の
買
物
支
援

と
し
て
、

　

大
島
線
第
七
便
に
伊
久
間
�
交

流
セ
ン
タ
ー
間
を
追
加

�
中
学
生
帰
宅
便
を
乗
車
実
態
に

合
わ
せ
、

　

大
島
線
第
一
〇
便（
四
月
〜
八

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の

お
知
ら
せ

　

聴
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
者
の
生

活
及
び
関
連
す
る
福
祉
制
度
等
に

つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
手
話
で
日
常
会
話
を

行
う
に
必
要
な
手
話
語
彙
及
び
手

話
表
現
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

○
日　

時

　

平
成
二
六
年
四
月
一
七
日
〜

　

平
成
二
七
年
三
月
一
九
日

○
場　

所

　

さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　

（
飯
田
市
東
栄
町
三
一
〇
八－

一
）

○
内　

容

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
・

基
礎
」
に
基
づ
く
約
八
〇
時
間
以

上
の
講
習

○
受
講
対
象
者

　

全
課
程
受
講
で
き
る
方

○
定　

員

　

二
〇
名
程
度

○
受
講
料

　

八
、〇
〇
〇
円

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

飯
田
市
保
険
福
祉
事
務
所

　

福
祉
課
内

　

飯
田
手
話
普
及
委
員
会
事
務
局

　

�　

－

0
4
1
2

５３

　

�　

－

0
4
7
4

５３

心
で
き
る
、
地
域
づ
く
り

�
人
権
の
尊
重
と
暴
力
の
な

い
、
社
会
づ
く
り

○
予
約
先

　

弁
護
士
法
人　

愛
知
リ
ー
ガ
ル

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
法
律
事
務
所

　

�
０
１
２
０－

６
６
８－

１
９
１

　

予
約
受
付
（
月
〜
金
）

　

午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

（
祝
日
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
）

月
）野
田
原
ま
わ
り
を
桃
添
ま

わ
り
に
変
更
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平
成
二
五
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た

農
地
の
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
標
準
賃
借
料
（
一
〇
a

当
た
り
）
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
農
地
の
賃
貸
借

の
際
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
準
拠
法－

農
地
法
第
五
二
条
）。
喬
木
村
農
業
委
員
会

【田（水稲）の部】

最低額最高額平均額締結された地域名

6,000円15,000円10,000円阿　島

3,000円10,000円6,000円加々須・大島

3,000円10,000円6,000円富田・大和知・氏乗

5,000円14,000円10,000円小　川

9,000円14,000円11,000円伊久間

5,200円12,600円8,600円喬木村平均

その他参考：無償（７件）、土地改良区等管理費（４件）

【畑の部】

最低額最高額平均額区分（喬木村全域）

2,000円９,000円６,000円普通畑

2,000円15,000円9,000円果　樹

2,000円7,000円4,000円飼料作物

その他参考：無償（０件）、土地改良区等管理費（１１件）

－備　考－

＊使用貸借（無償契約）及び土地改良区等管理費や米等の現物を賃借料として設定している契約は除外しています。

＊施設園芸等、特殊な契約の場合も除外しています。

＊果樹（畑の部）については樹種条件により増減します。

標
準
農
地
賃
借
料
を
改
定
し
ま
し
た

四
月
か
ら
の
上
下
水
道

料
金
は
据
え
置
き
ま
す 

（
実
質
消
費
増
税
分 

引
き
下
げ
を
実
施
）

　

村
で
は
今
年
一
月
、
上
下
水
道

運
営
審
議
会
を
開
催
し
、
四
月
の

消
費
税
増
税
後
の
上
下
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
据
え
置

き
、
実
質
増
税
三
％
分
を
引
き
下

げ
る
水
準
で
決
定
し
ま
し
た
。 

　

現
在
の
料
金
は
、
水
道
は
平
成

九
年
、
下
水
道
は
平
成
一
二
年
に

改
定
以
来
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、 

上
下
水
道
事
業
と
も
料
金
引
き
上

げ
を
行
う
こ
と
な
く
、
引
き
続
き

健
全
運
営
可
能
と
判
断
し
ま
し
た
。
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　町の「さくらんぼ会」にも、何度も参加させて頂きました。「さくらんぼ会」は

二十年以上前から続いている、喬木のミニデイの「老舗」です。世話役の方にお

話を伺ったところ、参加される方が「ミニデイがいちばんの楽しみ」と言ってく

れるのが嬉しい、励みになるというお話でした。特に、これまで参加者が女性ば

かりだったのですが、昨年末から男性の方が参加されるようになり、活動の幅が

広がったということでした。ただ、特に若い世話役の方がなかなか増えないのが

悩みで、「来年度は若い方にも声をかけていきたい」とのことでした。 

　今後も、他の地区のミニデイにも参加させて頂き、いろいろなお手伝いをさせ

て頂こうと思っています。また、ミニデイ参加者への声かけや、世話役の方の若

返りといった課題があるという話を訊いています。ミニデイの世話役の皆さんと

一緒に、これらの解決にも取り組んでいきたいと考えています。まだ、お邪魔し

ていない地区にも、「押しかけ」で参加させて頂こうと思っていますので、よろし

くお願いいたします。
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　喬木村には、「元気な」お年寄りの方がとても多いですね。その元気の源がどこにあるのかと思っていたら、

「健康体操」「いきいきクラブ」といった、多くの取り組みが行なわれていることがわかりました。 

　そのひとつが「ミニデイサービス（ミニデイ）」です。ミニデイは、村内の十六の地区で行なわれていて、

それぞれの地区のボランティアの皆さんによって運営されています。 

　私は、ホームヘルパーをやっていた経験があり、障がいのある方やお年寄りの方の外出時のお手伝いや食

事・入力の介助、調理や掃除といった家事援助などをしていました。そんなわけで、喬木の「元気の源」に興

味を持っていて、何かお手伝いできないかと思っていたところ、ミニデイに参加させて頂く機会を得ることが

できました。そこで、今日はこれまで参加させてもらったミニデイの様子をご紹介させて頂きます。

ミミミミミミミミミミニニニニニニニニニニデデデデデデデデデデイイイイイイイイイイササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビススススススススススにににににににににに参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加ししししししししししててててててててててミニデイサービスに参加して 地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域おおおおおおおおおおここここここここここしししししししししし協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊地域おこし協力隊　上上上上上上上上上上 坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂 顕顕顕顕顕顕顕顕顕顕上 坂 　 顕

　まずは、昨年夏に参加させてもらったのが氏乗の「なごみ会」です。この日は、

懐かしい（？）映画の鑑賞会でした。喬木社協の職員の方と、映写機やスクリー

ンを持って伺いました。このときの映画には「美空ひばり」が子役で出演してい

て、（もちろん）私は初めて観た映画でしたが、参加されていた皆さんは、若い頃

に観たというお話で、とても懐かしそうでした。映画を観ている途中で「アイス

クリーム」を振る舞って頂き、暑さも忘れて楽しいひとときを過ごすことができ

ました。 

　次は、私が住んでいる大島の「あさひ会」です。松茸ごはんなどのお食事会、

スマートボール（ゲートボールの室内版？）大会、芸達者な方の踊りの披露など、

毎回盛りだくさんの内容でした。先日も、大雪の翌日で道路には雪がたくさん残

る中、多くの方が参加されました。参加された皆さんからは「皆さんと話をする

ことが元気の源」「雪や寒さで家に閉じこもってしまうからありがたい」という声

を頂きました。
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『書籍破損被害を受けて』

　東京都などの公立図書館や書店で「アンネの日記」

やそれに関する書籍が多数破られる被害が相次ぎまし

た。この報道を受け、椋鳩十記念図書館では書籍の確

認をいたしましたが、特に破損等の異状はありません

でした。現在のところ破損の原因等ははっきりしてい

ませんが、早い解決を願うばかりです。
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さ
て
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籍
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損
の
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書
館
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合
】
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ま
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で
、
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ご
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先
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も
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ま
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の
で
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図
書
館
の
本
は
、
皆
さ
ん
の
も

の
で
す
。
多
く
の
方
が
読
ま
れ
る

本
で
す
の
で
、
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数
を
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あ
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が
、
こ
の
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書
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い
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傷
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。
あ
り
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と
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ご
ざ
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ま
す
。

本、修理中…

「アンネの日記」等がある
書棚付近記念館2階より望む

記念館図書館玄関前  お知らせ① 　　【お楽しみ会　（春休み）】
3月25日（火）午前10時～　図書館２階

内容：豊丘村「絵本の会」のみなさんによるおはなし会
　　　・てぶくろ人形『フィッシュファイト』
　　　・ペプサート『シナの五人きょうだい』
　　　・人形劇『のっぺらぼう』

 お知らせ② 　
　４月の蔵書整理休館日は、第一火曜日が春休み期間中
のため、４月８日（火）になります。
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年長児ドッヂボール「ボールを遠くへ投げれるようになりました」

北保育園

南保育園

中央保育園

年中さんが 

「三枚のおふだ」の 

劇をしてくれました。

雪がいっぱい降って　 

大きな雪だるまが出来ました。

雪遊び・・大雪に大喜び！ 

雪遊びを楽しみました。

お茶やさん開店！ 

抹茶・ジュース・焼きそば、美味しいね

「雪遊び」 

園庭の雪山で思いっきり遊んだよ

ありがとうの気持ちを 

込めて、年長さんへ 

手作りの鉛筆立てを　 

プレゼントしました。

「お別れ会」 

年長さん大事に使ってね！と 

鉛筆入れをプレゼント

お別れ会
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　３年生から学友会を引き継ぎ、いよいよ２年生が喬木中学校を引っ張る立場となりました。まだまだ不

慣れな部分が多いのですが、多くの方々に支えてもらいながら各活動に精一杯取り組んでいます。

学友会を引き継ぎました！

学友会総会で新役員が承認され、学友会総会で新役員が承認され、
新しい学友会がスタートしました。新しい学友会がスタートしました。

立会演説会・学友会正副会長選挙にて、立会演説会・学友会正副会長選挙にて、
新しい３役が選出されました。新しい３役が選出されました。

毎週月曜日に役員会を開き、各委員会の活動に毎週月曜日に役員会を開き、各委員会の活動に
対して議論しています。対して議論しています。

新学友会が初めて企画・運営した行事、新学友会が初めて企画・運営した行事、
百人一首大会。百人一首大会。

３年生を送る会に向けて、寸劇・映像な３年生を送る会に向けて、寸劇・映像な
どの準備を進めている様子です。どの準備を進めている様子です。
これまで全校を支えてくれた３年生に感これまで全校を支えてくれた３年生に感
謝の気持ちを伝えました。謝の気持ちを伝えました。

生活向上旬間中の各クラスの取り組みを生活向上旬間中の各クラスの取り組みを
全校に伝えるために、チェック表を掲示しました。全校に伝えるために、チェック表を掲示しました。
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食べていますか？

野菜３５０ｇ
【健康推進係】
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第一小学校よりペットボトルキャップが届けられました
　2月27日に2回目となるペットボトルキャップが社協へ届けられました。当日は副会長、代表委員会の三

役の生徒が訪れ、キャップを洗ったり、シールを剥がす作業もしたとお話をお聞きしました。今回は160kg

集まり、1回目と合わせると260kgとなり、目標の150kgを大幅に上回りました。増えた要因としてはテレ

ビＣＭで、第一小学校がペットボトルキャップを集めていることを知った地域の人たちが届けてくれたそ

うです。集まったキャップはリサイクル業者へ持ち込み、換金したあと、世界の子どもにワクチンを日本

委員会（ＪＣＶ）へ送金し、発展途上国の子どもたちにワクチンとして届けられます。

　３月７日、喬木中学校生徒会の皆さんよりアルミ缶収集の収

益から「村内の皆さんに使ってください」と、介助用車いす１

台をいただきました。

　贈呈式では実際に車いすのの操作や乗り心地を生徒さんに体

験してもらい、介護用品の特徴を知っていただく良い機会にな

りました。

　毎年いただいている福祉用具とともに地域の方々へ貸し出し、

大切に使わせていただきます。

喬木中学校より車いすの寄贈がありました

株式会社キラヤ様より　28,395円
　地域福祉のためにと寄付金をいただきました。

ありがとうございます。

約130人分のポリオワクチンになりました!

(260kg＝約104,000個)

ペットボトルキャップ集めのポイント！
 次の物は収集しないでください

　　①調味料のキャップ　　　　　　②ビール瓶のふた

　　③栄養ドリンクのふた

　回収箱は、社協、喬木荘、さくらの園にもありますので

ご協力お願いいたします。

ご寄附

長野県労働金庫飯田支店様より　74,000円
　毎年行っている

映画上映会の収益

を喬木村の福祉の

ためにと寄付をい

ただきました。

　ありがとうござ

います。
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総務課・情報統計係

ＴＥＬ 33－3666
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～ こんな取材がありました ～
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2/8～9と2/14～15、全国的な大雪となり、2/15の積雪

はこの地域では観測が始まって117年間で最深の記録と

なりました。

　道路は村内建設業者の皆さんが懸命な除雪作業を進めましたが追い

つかず、同報無線で不要不急の外出を控えるよう放送を行いました。

　また農業用ハウスが雪の重みで倒壊するという被害が続出。

　車庫などの建物が損壊するという事例もありました。

　誰も経験したことのない大雪となり、各方面で被害が発生しました。

村のテレビ　いちごチャンネルから

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組 「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくののののののののののののののののののののの夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたしししししししししししししししししししししののののののののののののののののののののの夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」保育園年長組　「ぼくの夢・わたしの夢」

映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映映像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像像でででででででででででででででででででででおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりしししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす映像でお送りします

観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深深ののののののののののののののののののののの大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!観測史上、最深の大雪!!

　昨年まで音声でお送りしてきましたが、今年は初めて

映像で放送します。

　４月から小学１年生の皆さん、元気いっぱい将来の夢

を発表してくれました。ぜひご覧ください。

放送日時　(3園いっしょです)

 3/26(水)～3/31(月) 

午前　6：10　　　

午後　1：10　　　

午後　6：10　　　

午後　7：10　　　

～南保育園での撮影風景～

ちょっと緊張気味かな？


